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(57)【要約】
【課題】ベッドを所望の部屋等に容易に設置することが
でき、使用者のプライバシーの保護やストレスの緩和が
可能であると共に、各種の生体情報の安定した測定も可
能となるベッドシステムを提供する。
【解決手段】ベッドシステム１０は、使用者１８が横臥
するベッド本体１２と、ベッド本体１２に着脱可能に取
り付けられ、その上方に延びる複数の支柱２４ａ～２４
ｄと、支柱２４ａ～２４ｄの上部に着脱可能に取り付け
られ、ベッド本体１２の上方に配置される梁２６ａ～２
６ｄと、支柱２４ａ～２４ｄ又は梁２６ａ～２６ｄに着
脱可能に取り付けられ、ベッド本体１２で横臥する使用
者１８よりも上方に配置されると共に、該使用者１８の
生体情報を測定可能な測定器２２と、ベッド本体１２、
支柱２４ａ～２４ｄ又は梁２６ａ～２６ｄに着脱可能に
取り付けられ、ベッド本体１２の側面を囲繞して、該ベ
ッド本体１２を外部から遮蔽する側面パネル１４ａ～１
４ｄとを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人体が横臥するベッド本体と、
　前記ベッド本体に着脱可能に取り付けられ、前記ベッド本体から上方に延びる複数の支
柱と、
　前記支柱の上部に着脱可能に取り付けられ、前記ベッド本体の上方に配置される梁と、
　前記支柱又は前記梁に着脱可能に取り付けられ、前記ベッド本体で横臥する人体よりも
上方に配置されると共に、該人体の生体情報を測定可能な測定器と、
　前記ベッド本体、前記支柱又は前記梁に着脱可能に取り付けられ、少なくとも前記ベッ
ド本体の側面を囲繞して、該ベッド本体を外部から遮蔽する遮蔽部材と、
　を備えることを特徴とするベッドシステム。
【請求項２】
　請求項１記載のベッドシステムにおいて、
　前記遮蔽部材は、パネル又はカーテンであることを特徴とするベッドシステム。
【請求項３】
　請求項２記載のベッドシステムにおいて、
　前記梁に着脱可能に取り付けられ、前記ベッド本体の上方を覆う天面パネルを備えるこ
とを特徴とするベッドシステム。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のベッドシステムにおいて、
　前記測定器として、前記人体を撮影するカメラ、前記人体の音を感知するマイク、及び
、前記ベッド本体に横臥する人体に装着されて所定の生体情報を検知する検知器からの生
体情報を無線によって受信可能な無線測定器のうち、少なくとも１つが設置されることを
特徴とするベッドシステム。
【請求項５】
　請求項４記載のベッドシステムにおいて、
　前記測定器から前記生体情報を受信するコンソールを備えることを特徴とするベッドシ
ステム。
【請求項６】
　請求項５記載のベッドシステムにおいて、
　前記コンソールで受信した前記生体情報は、前記コンソールから外部機器に送信される
ことを特徴とするベッドシステム。
【請求項７】
　請求項５又は６記載のベッドシステムにおいて、
　前記コンソールで受信した前記生体情報は、該コンソール内の記憶部に記憶されること
を特徴とするベッドシステム。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載のベッドシステムにおいて、
　前記測定器による測定項目は、体温、心電、心拍、血圧、血中酸素飽和度、脈波、脳波
、筋電、呼吸、体動、血糖、画像、及び、音のうち、いずれか１つ又は複数の生体情報で
あることを特徴とするベッドシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ベッド本体と、該ベッド本体に取り付けられる支柱及び梁とを備え、ベッド
本体に横臥する使用者の生体情報を検出することにより、例えば、在宅医療に適用可能な
ベッドシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　健康不安を抱えた老齢者等に対する日常的な介護等のために、入院や長期療養型施設へ
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の入所ではなく、在宅医療（在宅介護）が行われることがある。
【０００３】
　ところが、在宅医療に用いられる設備や器具は、病院等の施設で使用されているものが
転用されることが多い。特に、在宅医療で用いられるベッドについては、背もたれを電動
で駆動可能なもの等、便利な機能を持つものがあるが、一般家庭向けとしては、大き過ぎ
たり、重過ぎたりするものが多く、集合住宅の狭いエレベータや戸建住宅の狭い階段等を
通過させることができず、室内への搬入を断念しなければならないこともある。仮に、ベ
ッドを室内に搬入できたとしても、大きなベッドが部屋の大部分を占めてしまうことがあ
る。
【０００４】
　また、このような在宅医療においても、使用者のプライバシー保護は重要な問題であり
、特に、ベッドで着替えや排泄等を行う場合には、ベッドを外部から適切に遮蔽できるこ
とが望ましい。
【０００５】
　例えば、特許文献１には、在宅医療用として、ベッドのサイドフレームに支柱を装着し
、そこに取り付けるためのベッド装着型カーテン機構が提案されている。特許文献２には
、ベッドの四隅を支える脚部を上方まで延ばして支柱とし、各支柱の上部を連結した梁に
カーテンを取り付けた構成が提案されている。
【０００６】
　さらに、在宅医療では、使用者の健康管理も重要であり、特に、ベッドで使用者の各種
の生体情報を測定できると、測定が容易であると共に、使用者にとっての負担が少ないと
いう利点もある。
【０００７】
　例えば、特許文献３には、ベッドのヘッドボードに人体の血液循環により生じる身体の
振動を検出する変位センサを設け、これにより人体の脈拍や血圧等の状態を判定する生体
モニタ装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平６－３１２００３号公報
【特許文献２】実公平５―４２７８５号公報
【特許文献３】特開平１０－２２９９７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、在宅医療用のベッドが、例えば、家族が集まるリビングルーム等に設置され
た場合には、使用者が眠りたいときには周囲の音がうるさく感じられてストレスを受ける
ことがある一方、リビングルーム等から遠い部屋に設置された場合には、使用者が疎外感
を受けることがある。
【００１０】
　このような点につき、上記特許文献１、２に記載のベッドでは、カーテンによってベッ
ドを外部から遮蔽することができ、使用者のプライバシーを保護することができるが、カ
ーテンのみでは周囲の音を十分に遮音できない可能性があり、リビングルーム等の設置に
は適さない場合もあり、上記のような生体情報の測定を行う機能もない。
【００１１】
　また、特許文献１、２に記載のベッドの場合、例えば、未だ在宅医療の必要のない中年
等の使用者にとっては、カーテン等の設備が邪魔となり、つまり、在宅医療が不要な状態
では通常の就寝用のベッドを購入し、在宅医療が必要になってからベッドを買い換える必
要が生じることになる。
【００１２】
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　一方、特許文献３に記載のベッドでは、人体の血液循環による身体の振動を非接触で測
定する変位センサをヘッドボードに設けているが、このような変位センサのみでは、得ら
れる生体情報は限られたものになり、特に、上記のようにプライバシーに配慮してベッド
を周囲から遮蔽した場合には、使用者の体調管理を行う上でも各種の生体情報を正確に取
得できることが望ましい。この点、特許文献３の変位センサは、ベッドに横臥する人体と
略同一の高さに設置されているため、使用者が寝返りをうった場合等、身体の向きによっ
ては正確な測定ができないことも予想される。
【００１３】
　本発明はこのような従来の課題を考慮してなされたものであり、ベッドを所望の部屋等
に容易に設置することができ、使用者のプライバシーの保護やストレスの緩和が可能であ
ると共に、各種の生体情報の安定した測定も可能となるベッドシステムを提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明に係るベッドシステムは、人体が横臥するベッド本体と、前記ベッド本体に着脱
可能に取り付けられ、前記ベッド本体から上方に延びる複数の支柱と、前記支柱の上部に
着脱可能に取り付けられ、前記ベッド本体の上方に配置される梁と、前記支柱又は前記梁
に着脱可能に取り付けられ、前記ベッド本体で横臥する人体よりも上方に配置されると共
に、該人体の生体情報を測定可能な測定器と、前記ベッド本体、前記支柱又は前記梁に着
脱可能に取り付けられ、少なくとも前記ベッド本体の側面を囲繞して、該ベッド本体を外
部から遮蔽する遮蔽部材とを備えることを特徴とする。
【００１５】
　このような構成によれば、ベッド本体に対して着脱可能な支柱、梁及び遮蔽部材を備え
たことにより、これらを必要に応じてベッド本体に増設可能なユニット式のベッドシステ
ムを構成することができる。このため、例えば、当該ベッドシステムの各要素を分解した
状態で搬送、搬入及び設置することができ、一般的な家庭であっても容易に設置すること
ができる。また、遮蔽部材を設けたことにより、使用者のプライバシーの保護と、周囲の
騒音等の遮断によるストレスの低減が可能となる。しかも、当該ベッドシステムでは、人
体の生体情報を測定可能な測定器が設けられることにより、例えば、体温や心電等の生体
情報を該測定器によってセンシングすることができる。この際、測定器がベッド本体で横
臥する人体よりも上方に配置されることにより、使用者の体動等があった場合にも、その
生体情報の受信感度を確保し易く、特に、人体が遮蔽物となるような周波数帯の無線機器
を用いる場合であっても、測定器を人体の上方に設置することで生体情報を安定してモニ
タリングすることができる。また、センサが体のどの位置にあっても、例えば、頭頂部に
あっても、足先部にあっても良好にセンシングすることができる。さらに、複数箇所にあ
っても良好にセンシングすることができる。
【００１６】
　前記遮蔽部材は、パネル又はカーテンであると、取り扱いが容易であり、且つ遮蔽効果
も十分に確保することができる。特に、遮蔽部材としてパネルを用いると、遮光性と共に
遮音性も十分に確保することができる。
【００１７】
　この場合、前記梁に着脱可能に取り付けられ、前記ベッド本体の上方を覆う天面パネル
を備えると、ベッド本体の遮光性や遮音性を一層向上させることができる。
【００１８】
　前記測定器としては、前記人体を撮影するカメラ、前記人体の音を感知するマイク、及
び、前記ベッド本体に横臥する人体に装着されて所定の生体情報を検知する検知器からの
生体情報を無線によって受信可能な無線測定器のうち、少なくとも１つを設置するとよく
、カメラ、マイク及び無線測定器のいずれを用いた場合にも、当該測定器が人体の上方に
設置されることにより、そのセンシングを安定して行うことができる。
【００１９】
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　また、前記測定器から前記生体情報を受信するコンソールを備えてもよい。さらに、前
記コンソールで受信した前記生体情報は、前記コンソールから外部機器に送信されるよう
に構成されると、当該ベッドシステムの使用者の家族や介護者は、例えば、家庭内のテレ
ビや外出先の携帯電話等の外部機器によって、使用者の健康状態を随時確認することが可
能となる。なお、前記コンソールで受信した前記生体情報は、該コンソール内の記憶部に
記憶されてもよい。
【００２０】
　前記測定器による測定項目は、体温、心電、心拍、血圧、血中酸素飽和度、脈波、脳波
、筋電、呼吸、体動、血糖、画像、及び、音のうち、いずれか１つ又は複数の生体情報で
あってもよい。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、ベッド本体に対して着脱可能な支柱、梁及び遮蔽部材を備えたことに
より、これらを必要に応じてベッド本体に増設可能なユニット式のベッドシステムを構成
することができる。このため、例えば、当該ベッドシステムの各要素を分解した状態で搬
送、搬入及び設置することができ、一般的な家庭であっても容易に設置することができる
。しかも、当該ベッドシステムでは、人体の生体情報を測定可能な測定器が設けられるこ
とにより、例えば、体温や心電等の生体情報を該測定器によってセンシングすることがで
きる。この際、測定器がベッド本体で横臥する人体よりも上方に配置されることにより、
使用者の体動等があった場合にも、その生体情報の受信感度を確保し易く、特に、人体が
遮蔽物となるような周波数帯の無線機器を用いる場合であっても、測定器を人体の上方に
設置することで生体情報を安定してモニタリングすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施形態に係るベッドシステムの構成図である。
【図２】図１に示すベッドシステムの一部省略分解斜視図である。
【図３】図１に示すベッドシステムの制御系統を示すブロック構成図である。
【図４】図１に示すベッドシステムにおいて、側面パネルに代えてカーテンを設置した例
を示す構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明に係るベッドシステムについて好適な実施の形態を挙げ、添付の図面を参
照しながら説明する。
【００２４】
　図１は、本発明の一実施形態に係るベッドシステム１０の構成図であり、該ベッドシス
テム１０を構成するベッド本体１２の周囲を囲繞する側面パネル１４ａ～１４ｄの一部及
び天面パネル１６を取り外した状態で図示している。図２は、図１に示すベッドシステム
１０の一部省略分解斜視図である。本実施形態に係るベッドシステム１０は、例えば、老
齢の使用者１８の在宅医療（在宅看護）に用いられ、使用者１８が睡眠や休息をとる通常
のベッドとして、さらに、使用者１８の体温等の生体情報を測定器２２でセンシングし、
該使用者１８の健康状態の管理を行う医療用のベッドとして用いることができる。
【００２５】
　図１及び図２に示すように、ベッドシステム１０は、使用者１８が横臥するベッド本体
１２と、ベッド本体１２の四隅に取り付けられて鉛直上方に延びた支柱２４ａ、２４ｂ、
２４ｃ、２４ｄと、支柱２４ａ～２４ｄの上部を連結するように水平方向に取り付けられ
た梁２６ａ、２６ｂ、２６ｃ、２６ｄと、梁２６ｃに装着された測定器２２と、ベッド本
体１２の下部に設置されたコンソール２８とを備える。さらに、ベッドシステム１０は、
各支柱２４ａ～２４ｄの間に取り付けられた４枚の側面パネル１４ａ～１４ｄと、各梁２
６ａ～２６ｄに取り付けられた天面パネル１６と、ベッド本体１２の短尺な前後縁部から
の寝具等の落下を防止する柵３０ａ、３０ｂとを備える。
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【００２６】
　図２から諒解されるように、ベッド本体１２は、それ単体で通常のベッドとしても用い
ることが可能な簡易な構造であり、使用者１８が横臥するマット１２ａと、該マット１２
ａが載置される平板等を含む脚部１２ｂとを有する。
【００２７】
　支柱２４ａ～２４ｄ及び梁２６ａ～２６ｄは、例えば、角形や円形のパイプで構成され
る。図２に示すように、支柱２４ａ～２４ｄは、その下端面から突出した円柱状又は角柱
状の係合凸部３２が、ベッド本体１２の四隅に設けられた係合凹部３４に挿入・係合され
ることにより、ベッド本体１２に対して着脱可能である。梁２６ａ～２６ｄは、その両端
面から突出した円柱状又は角柱状の係合凸部３６が、対向する支柱２４ａ～２４ｄの側面
に設けられた係合凹部３８に挿入・係合されることにより、支柱２４ａ～２４ｄ、つまり
ベッド本体１２に対して着脱可能である。このように、支柱２４ａ～２４ｄ及び梁２６ａ
～２６ｄは、ベッド本体１２に対して着脱可能に構成されているが、その着脱構造は、係
合凸部及び係合凹部を用いた構造以外であってもよく、例えば、ねじ等の締結具を用いて
もよく、要は、支柱２４ａ～２４ｄ及び梁２６ａ～２６ｄをベッド本体１２に対して着脱
可能に構成されていればよい。
【００２８】
　柵３０ａ、３０ｂは、その両端側から突出した円柱状又は角柱状の係合凸部４０が、ベ
ッド本体１２の前後位置で対向する支柱２４ａ～２４ｄの側面に設けられた係合凹部４２
に挿入・係合されることにより、支柱２４ａ～２４ｄ、つまりベッド本体１２に対して着
脱可能である。柵３０ａ、３０ｂの着脱構造は、上記した支柱２４ａ～２４ｄと同様に他
の構造であってもよく、勿論、支柱２４ａ～２４ｄではなくベッド本体１２に対して直接
的に着脱する構造であってもよい。
【００２９】
　側面パネル１４ａ～１４ｄは、遮光性及び遮音性を有するパネル部材であり、例えば、
その上面に設けられた一対のリング部材４４、４４が、梁２６ａ～２６ｄの外側面に設け
られた一対のフック４６、４６に引っ掛けられることでベッド本体１２に対して着脱可能
である。これにより、側面パネル１４ａ～１４ｄは、各支柱２４ａ～２４ｄ間を塞ぎ、ベ
ッド本体１２を外部空間から遮蔽する遮蔽部材として機能する。天面パネル１６は、側面
パネル１４ａ～１４ｄと略同様な構成であり、例えば、下面に突出した係合凸部４８が、
梁２６ａ、２６ｃの上面に設けられた係合凹部４９に挿入・係合されることにより、ベッ
ド本体１２の上部を塞ぐ着脱可能な遮蔽部材として機能する。
【００３０】
　側面パネル１４ａ～１４ｄ及び天面パネル１６の着脱構造についても、上記した支柱２
４ａ～２４ｄ等と同様に他の構造であってもよく、要は、側面パネル１４ａ～１４ｄ及び
天面パネル１６をベッド本体１２に対して容易に着脱できるものであればよい。
【００３１】
　本実施形態の場合、測定器２２は、マット１２ａ上に横臥する使用者１８の生体情報と
して、例えば、使用者１８の身体の各部に３つ装着されたセンサである検知器５０ａ、５
０ｂ、５０ｃにより検知された使用者１８の体温、心電及び心拍の情報を、該検知器５０
ａ～５０ｃから無線通信によって受信可能な無線測定器である。
【００３２】
　測定器２２は、その取付部５２を、梁２６ａ～２６ｄ（又は支柱２４ａ～２４ｄの上部
）の各所に形成された被取付部５４のいずれかに対して締結することにより、ベッド本体
１２の上部に着脱することができる。測定器２２が受信・取得した生体情報は、例えば、
該測定器２２から延びたケーブル５６のコネクタ５８を、梁２６ａ～２６ｄの被取付部５
４に近接した接続端子６０に接続することでコンソール２８へと供給される。
【００３３】
　すなわち、図１に示すように、接続端子６０は、ケーブル６２により、コンソール２８
から延びたケーブル６４のコネクタ６５を接続する接続端子６６へと接続される。接続端
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子６６は、例えばベッド本体１２の脚部１２ｂに設けられる。２つの接続端子６０、６６
間、つまり測定器２２とコンソール２８の間を繋ぐケーブル６２は、所定の支柱２４ａ～
２４ｄ及び梁２６ａ～２６ｄの側部に配置すればよいが、例えば、脚部１２ｂ、支柱２４
ａ～２４ｄ及び梁２６ａ～２６ｄの内部に、それぞれ予め埋設しておき、これらを組み立
てた際に全体として接続端子６０、６６間を繋ぐケーブル６２として機能する構造であっ
てもよい。
【００３４】
　測定器２２によりセンシングされる使用者１８の生体情報としては、上記した体温、心
電及び心拍以外にも、例えば、血圧、血中酸素飽和度（ＳＰＯ２）、脈波、脳波、筋電、
呼吸、体動、血糖、画像、及び、音（呼吸音や音声）のうち、いずれか１つ又は複数の生
体情報が挙げられる。この場合、体温、心電、心拍、血圧、血中酸素飽和度、脈波、脳波
、筋電及び血糖等の各項目に関しては、それぞれの測定に適した検知器５０ａ等を使用者
１８の身体に装着し、その検知した生体情報を無線測定器として機能する測定器２２によ
って受信・測定すればよい。画像及び体動の測定は、例えば、測定器２２としてカメラを
用い、上部から使用者１８の状態を観察し、必要に応じて画像解析可能なシステムとして
構成すればよく、体動の測定には検知器５０ａとして行動量計等を用いてもよい。音の測
定は、例えば、測定器２２としてマイクを用い、使用者１８の発する音を上部から感知・
測定すればよい。
【００３５】
　なお、測定器２２として前記無線測定器を用い、使用者１８の身体の各部に装着された
検知器５０ａ～５０ｃにより検知された生体情報を無線通信によって測定器２２で受信・
測定する無線測定システムを構成する場合には、例えば、検知器５０ａ～５０ｃにＲＦＩ
Ｄタグ等を設けて該ＲＦＩＤタグを測定器２２で読み取る構成や、検知器５０ａ～５０ｃ
に無線通信用の送信器を設け、該送信器からの通信を測定器２２で受信する構成を例示す
ることができる。このような検知器５０ａ～５０ｃは、それ自体に演算処理機能等を設け
る必要がないことから小型化・軽量化が可能であり、また、コードレスで測定器２２と接
続されることから、使用者１８の動作が制限されず、使用者１８の受けるストレスを低減
することができる。より具体的には、例えば、検知器５０ａとして、温度センサ、体動セ
ンサ（体動による３軸方向の加速度センサ）、心臓活動電位センサ及び心拍数センサを組
み込み、さらに無線送信機を組み込んだ小型の検知器を用い、その計測される生体情報を
無線受信器として機能する測定器２２によって受信するシステムを構成することができる
。
【００３６】
　このような測定器２２は、ベッド本体１２に横臥する使用者１８よりも上方に設置可能
であればよく、被取付部５４を支柱２４ａ～２４ｄに設け、該支柱２４ａ～２４ｄに取り
付ける構造としてもよい。また、測定器２２を複数台設置してもよく、例えば、図１中に
２点鎖線で示すように、一方の測定器２２を使用者１８の上半身に向けて梁２６ｄに設置
し、他方の測定器２２を下半身に向けて梁２６ｂに設置して、検知器５０ａ等からの生体
情報の受信感度を向上させることもできる。勿論、測定器２２として、検知器５０ａ等と
併用される前記無線測定器と共に、カメラやマイクを併用してもよい。
【００３７】
　コンソール２８は、測定器２２から生体情報を受信し、その情報を適宜演算処理すると
共に、必要な指令を測定器２２等に送信するベッドシステム１０の総合的な制御部であり
、ベッド本体１２の下部以外、例えば、ベッドサイドやその近傍、枕元等に設置してもよ
い。コンソール２８と測定器２２との間は、ケーブル６２を用いた有線ではなく、無線に
よって接続してもよい。
【００３８】
　図３は、図１に示すベッドシステム１０の制御系統を示すブロック構成図である。図３
に示すように、本実施形態に係るベッドシステム１０は、検知器５０ａ～５０ｃと、測定
器２２と、コンソール２８と、コンソール２８に電話回線やＬＡＮ等によって接続される
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外部機器７０とを備える。
【００３９】
　コンソール２８は、使用者１８や他の者、例えば家族や訪問介護者が当該ベッドシステ
ム１０の設定として、測定器２２や検知器５０ａ～５０ｃの種類等を設定入力するための
ボタン等を含む入力部７２と、入力部７２での設定情報と測定器２２から供給される生体
情報とに基づき、該生体情報に所定の演算処理を施す演算制御部７４と、入力部７２での
設定情報や演算制御部７４での演算結果である使用者１８の生体情報（例えば、体温や心
電の数値やグラフ）を表示する表示部７６と、入力部７２での設定情報や演算制御部７４
での演算結果である使用者１８の生体情報（例えば、体温や心電の数値やグラフ）を外部
機器７０へと供給する通信部７８と、記憶部としてのメモリ７９とを備える。
【００４０】
　外部機器７０は、コンソール２８の通信部７８から使用者１８の生体情報等の供給を受
けて、その情報の表示や通知等を行う機器であり、例えば、ベッドシステム１０が設置さ
れた家庭のテレビ（ＴＶ）８０や、使用者１８の家族等の携帯電話８２や、使用者１８の
訪問看護（訪問医療）を行う訪問看護ステーション８４に設置されたＰＣ等である。この
ような外部機器７０にベッドシステム１０が接続されることにより、測定器２２で測定さ
れた使用者１８の生体情報は、コンソール２８の表示部７６だけでなく、外部機器７０を
構成するテレビ８０、携帯電話８２及び訪問看護ステーション８４にて表示されるため、
使用者１８の容態急変等の緊急情報も迅速に外部機器７０へと通知可能となっている。
【００４１】
　また、メモリ７９には、使用者１８の生体情報を保存しておくことができるため、例え
ば、検知器５０ａとして心電計を用い、その心電図に係るデータ（生体情報）を該メモリ
７９に保存しておき、後日、該心電図を医師等が診断することも可能である。
【００４２】
　次に、上記のように構成される本実施形態に係るベッドシステム１０の作用について説
明する。
【００４３】
　本実施形態に係るベッドシステム１０は、上記のように、ベッド本体１２に対して、支
柱２４ａ～２４ｂ、梁２６ａ～２６ｄ及び測定器２２等を増設することで、その機能を拡
張可能なユニット式の構成となっている。
【００４４】
　そこで、使用者１８が在宅医療を受ける必要のない若年齢等の場合には、ベッド本体１
２のみを室内に設置すれば、該ベッド本体１２を通常の就寝用ベッドとして用いることが
できる。ベッド本体１２は、一般的な就寝用のベッドと略同様な構造であり、支柱２４ａ
～２４ｂ等の拡張器具が設置されていないことから、小型且つ軽量であり、一般家庭にも
容易に搬入及び設置することができ、しかも安価である。
【００４５】
　ベッドシステム１０を、例えば在宅医療用として使用する場合には、先ず、ベッド本体
１２に対し、支柱２４ａ～２４ｄ及び梁２６ａ～２６ｄを取り付ける（図２参照）。この
際、ベッドシステム１０のラインナップとして、ベッド本体１２や支柱２４ａ～２４ｄ、
梁２６ａ～２６ｄの寸法・仕様を複数準備すると共に、各仕様のベッド本体１２における
各仕様の支柱２４ａ～２４ｄ及び梁２６ａ～２６ｄの着脱構造を共通規格として統一して
おく。すなわち、係合凸部３２及び係合凹部３４を共通規格にすると共に、係合凸部３６
及び係合凹部３８を共通規格にしておく。これにより、使用者１８は、予め購入して使用
していたベッド本体１２に対し、その設置された室内や健康状態の状況に応じて必要な寸
法や構造を持つ支柱２４ａ～２４ｄ及び梁２６ａ～２６ｄを適宜組み合わせることができ
、ベッドシステム１０を使用者１８の要求仕様に最適な天蓋式ベッドとして構成すること
ができる。
【００４６】
　この際、使用者１８について、測定器２２を用いた健康管理が不要である場合には、該
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測定器２２を設けず、ベッドシステム１０を通常の天蓋式ベッドとして使用する。そして
、着替えや排泄等が必要な場合には、側面パネル１４ａ～１４ｄを適宜取り付けることに
より、ベッド内外を視覚的且つ聴覚的に遮断し、使用者１８のプライバシーを十分に保護
することができる。また、必要に応じて、天面パネル１６を取り付ければ、ベッド本体１
２の周囲を完全に囲繞することができ、遮音性を一層高めることができる。
【００４７】
　このように、側面パネル１４ａ～１４ｄ及び天面パネル１６を必要に応じて着脱するこ
とで、ベッドシステム１０を他の家族等が集まるリビングルーム等に設置した場合であっ
ても、側面パネル１４ａ等を外した状態とすることにより、使用者１８が周囲から疎外感
を受けることが回避される一方、側面パネル１４ａ等を取り付けた状態とすることにより
、周囲の話し声等の騒音や光等が遮られ、使用者１８が安心してストレスなく睡眠等を行
うことができる。
【００４８】
　一方、使用者１８について、測定器２２を用いた健康管理を行う場合には、先ず、上記
で例示した所望の生体情報に適した測定器２２をベッド本体１２上部に取り付ける。例え
ば、使用者１８の体温、心電及び心拍以外を検知するための検知器５０ａ～５０ｃを身体
の各部に装着すると共に、該検知器５０ａ～５０ｃから無線によって情報を受信可能な仕
様の測定器２２を梁２６ｃの被取付部５４に固定してコネクタ５８を接続端子６０に接続
する。さらに、検知器５０ａ～５０ｃ及び測定器２２に対応するコンソール２８を設置し
、コネクタ６５をベッド本体１２に設けられた接続端子６６に接続する。これにより、検
知器５０ａ～５０ｃと測定器２２との間が無線で接続されると共に、測定器２２とコンソ
ール２８との間がケーブル６２によって接続される。
【００４９】
　従って、コンソール２８の電源を入れることにより、検知器５０ａ～５０ｃによって検
知される使用者１８の生体情報（ここでは、体温、心電及び心拍）は、測定器２２によっ
て受信及び測定されると共に、コンソール２８の演算制御部７４によって処理され、表示
部７６に表示され、さらに外部機器７０に送信される。
【００５０】
　これにより、使用者１８の家族や介護者は、例えば、家庭内のテレビ８０や外出先の携
帯電話８２によって使用者１８の健康状態を随時確認することができ、訪問看護ステーシ
ョン８４においても同様である。
【００５１】
　ところで、ベッド本体１２の周囲を側面パネル１４ａ～１４ｄ及び天面パネル１６で囲
繞した状態では、使用者１８がベッド外部と遮断され、そのプライバシーは保護されるが
、この状態で使用者１８の容態が急変した場合等には、家族や介護者等による発見が遅れ
る可能性がある。これに対して、ベッドシステム１０では、使用者１８の生体情報を、検
知器５０ａ～５０ｃから測定器２２、コンソール２８を介して外部機器７０であるテレビ
８０、携帯電話８２及び訪問看護ステーション８４に常時通知することができるため、家
族や介護者等は、使用者１８の容態の変化を迅速に把握することが可能である。
【００５２】
　以上のように、本実施形態に係るベッドシステム１０は、ベッド本体１２に対して着脱
可能な支柱２４ａ～２４ｄ、梁２６ａ～２６ｄ、側面パネル１４ａ～１４ｄ、天面パネル
１６及び測定器２２を備えたことにより、これらを必要に応じてベッド本体１２に増設す
ることができるユニット式のベッドシステムとして構成されている。このため、例えば、
ベッドシステム１０の各要素を分解した状態で搬送、搬入及び設置することができるため
、一般的な家庭であっても容易に設置することができる。特に、ベッド本体１２は、支柱
２４ａ～２４ｄ等を外した状態では、通常のベッドと略同様な構造であることから、将来
的に在宅医療が必要ではあるが、現状は在宅医療が不要と見込まれる使用者１８に対して
も用いることができる。
【００５３】
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　測定器２２は、ベッド本体１２に横臥する使用者１８の上方に設けられるため、使用者
１８の体動等があった場合にも、検知器５０ａ等からの生体情報の受信感度を確保し易い
という利点があり、使用者１８がベッド本体１２上に居る限りは安定して生体情報をモニ
タリングすることができる。また、測定器２２をこのように配置することにより、検知器
５０ａ等が体のどの位置にあっても、例えば、頭頂部にあっても、足先部にあっても良好
にセンシングすることができると共に、複数箇所にあっても良好にセンシングすることが
できる。なお、検知器５０ａ等及び測定器２２のようなワイヤレス測定システムでは、そ
の無線の周波数帯によっては人体が遮蔽物となり、使用者１８の体の向きによって受信感
度が大きく変動し、測定が不可能になる可能性もあり、特に受信側である測定器２２を人
体と同一以下の高さ位置に設置した場合には、人体が無線を遮蔽し易くなる。これに対し
て、ベッドシステム１０では、使用者１８の上方に測定器２２を設置できるため、弱い信
号等であっても正確にモニタリングすることが可能であり、また、該測定器２２がベッド
上で邪魔になることもない。
【００５４】
　図４に示すように、ベッドシステム１０では、側面パネル１４ａ～１４ｄに代えて、又
はその一部に代えて、着脱可能なカーテンレール９０ａ、９０ｂ、９０ｃ、９０ｄにより
遮光性及び遮音性に優れたカーテン（遮蔽部材）９２ａ、９２ｂ、９２ｃ、９２ｄを設置
してもよい。この場合、カーテン９２ａ～９２ｄは、側面パネル１４ａ～１４ｄに比べて
、遮音性等で不利とはなるが、開閉の手間が低減されるという利点がある。また、カーテ
ン９２ａ～９２ｄと共に、天面パネル１６を併用することで、必要十分な遮音性を確保す
ることもできる。勿論、カーテン９２ａ～９２ｄと側面パネル１４ａ～１４ｄとを併用し
てもよい。
【００５５】
　なお、本発明は、上述の実施の形態に限らず、本発明の要旨を逸脱することなく、種々
の構成乃至工程を採り得ることは勿論である。
【００５６】
　例えば、支柱２４ａ～２４ｄ及び梁２６ａ～２６ｄは、それぞれ全て別体に構成しなく
てもよく、支柱２４ｂ、２４ｃ及び梁２６ｂを門状の枠体として一体的に構成したもの等
であってもよい。
【００５７】
　また、ベッドシステム１０には、上記のような各種増設器具と共に、さらに他の設備を
追加で設置してもよいことは勿論であり、例えば、使用者１８が家族等と連絡可能なイン
ターフォン装置（図示せず）を支柱２４ａ等に設置したり、マット１２ａに横臥した使用
者１８の背もたれを自動で調整する機構（図示せず）をマット１２ａの下面側に設置した
り、使用者１８をマット１２ａ上で持ち上げる介護用リフト（図示せず）を梁２６ａ等に
設置したりすることも可能である。
【符号の説明】
【００５８】
１０…ベッドシステム　　　　　　　　　　１２…ベッド本体
１４ａ～１４ｄ…側面パネル　　　　　　　１６…天面パネル
１８…使用者　　　　　　　　　　　　　　２２…測定器
２４ａ～２４ｄ…支柱　　　　　　　　　　２６ａ～２６ｄ…梁
２８…コンソール　　　　　　　　　　　　５０ａ～５０ｃ…検知器
７０…外部機器　　　　　　　　　　　　　９２ａ～９２ｄ…カーテン
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